
く
に
み
【第 １ ２ 号】

昭和33 年９月15日発行

非 売 一品

発行所　 国見町公民舘

発行人 佐 藤 善次郎

編集人 鈴 木 美 一’

印刷所 宇佐美印刷所

合
併
五
周
年
記
念

行

事

き

ま

る

水
道
完
成
祝
賀
を
か
れ
て

昭
和
二
十
九
年
三
月
県
下

に
さ
き

が
け
て

Ｉ
町
四
ヶ
村
を
合

併
し
、

大
国
見
町

が
発
足
し
、
そ
の
間
公

約
に
よ
る
合
併
条
件
の
実
現
そ
の

他
幾
多
の
業
績
を
あ
げ
、
又
町
財

政
建
直
し
の
た
め
に
圸
財

法
の
適

用
を
う
け

る
な
ど
、
幾
多

の
波
瀾

曲
折
を
経
て

は
き
た
が
、
合
併
五

周
年
を
明
春
に
控
え
た
今
秋
、
水

道
完
成
祝
賀
を
か
ね
て
一
大
記
念

行
事
を
あ
げ
よ
う
と
、
今
そ
れ
ぞ

れ
準
備
中
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い

て
半
沢
町
長
は
次
の
よ
う

に
語
り

町
民
各
位
の
協
力
を
希
望
し
て
い

る
Ｏ

「
わ
が
国
見
町
で
は
県
下
に
さ
き

が
け
て
町
村
の
合
併

を
実
施
し
、

五
ヶ

年
計
画
を
中
心
に
教
育
、
消

防
、
厚
生
、
土
木
、
水
道
、
庁
舎

の
施
設
等
合
計
一
億
一
千
五
百
余

万
円

の
建
設
事
業
を
実
施
し
て
来

ま
し
た
。
今
や
発
足
五
周
年
目
を

迎
え
、
三
千
万
の
巨
費
を
投
じ
た

水
道
も
完
成
し
て
、
文
化
的
経
済

的
町

作
り
に
一
大
躍
進
を
と
げ
ん

と
す
る
に
当
り
、
こ
こ
に
一
大
式

典
を
あ
げ
、
町
を
あ
げ
て
の
祝
意

を
表
す

る
た
め
、
町

議
会
で
は
協

議
会

を
開
い
て
次
の
よ
う
な
記
念

事
業
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係

者
の
御
協
力
を
仰
い
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
名
位

に
は
、
当
局
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ

を
お
く
み
と
り
下
さ
れ
、
何
分
の

御
支
援
と
御
参
加
と
を
賜
わ
り
度

謹
ん
で
御
挨
拶
申
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
」

記
念
祝
賀
行
事

『

祝
賀
式
典

十
一
月
三
日
藤
田
小
学
校
で
行

う
二
、
記
念
品
贈
呈

町
内
各
戸
並
に
学
校
児
童
生
徒

全
部
に
記
念
品
を
贈
呈
す

る

三

、
’
農

業

祭

○
畜
産
共
進
会
　

九
月
三
日
観

月
台
公
園
で
行
う

・

○
農
産
物
各
種
共
進
会
　

期
日

未
定
、
蔬

菜
、
果
実
、
穀
類
。

た
ば
こ
、
養
蚕
関
係
そ
の
他

四
。
体
育
祭

○
相
撲
大
会
　

九
月
十
三
日
観

月
台
公
園

○
柔
剣
道
大
会
　

九
日
二
十
三

日
県
北
中
学
校

○
野
球
大
会
　

九
月
一
一
十
二
・

二
十
三
日
県
北
中
学
校

○
町
民
体
育

大
会
　

十
月
五
日

藤
田
小
学
校
に
お
い
て
行
う

種
目
別
項
の
通
り

五
、
文
化
祭
　

十
一
月
二
・
三
日

○
児
童
生
徒
作
品
展
覧
会

○
菊
花
、
生
花
、
盆
栽
展
覧
会

○
衛
生
展
示
会

○
防
火
防
犯
交
通
安
全
展
示
会

六
、
商
工
祭

○
無
料
映
画
　

二
尸
一
名

○
ア
ー
チ
そ
の
他

の
装
飾

○
写
真
そ

の
他
の
展
示
会

○
仮
装
大
会
そ
の
他

期
日
十
一
月
三
日
を
中
心
に

行
う十

一
月
三
日
落
成
式

水

道
工

事

給
水
申
込
は
お
早
目
に

十
月
十
日
の
竣
工
期
を
目
前
に
控

え
た
水
道
工
事
は
今
突
貫
工
事
の

最
中
で
す
。
国
県
道
の
横
断
工
事

な
ど
は
車
馬

の
通
行
の
少
な
い
夜

間
作
業
で
す

。
幹
線
中
残
っ
て
い

る
梁
川

線
、
板
橋
線
の
配
管
工
事

も
こ
の
「
く

に
み
」
が
お
手
元

に

渡
る
頃
に
は
完
成
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
又
藤
田

圸
区
の
各
戸

工
事
設
計

概
算
書
の
作
製
を
終
え

九
月
二
十
日
頃
か
ら
町
民

の
皆
さ

ん
へ
の
各
戸
給
水
工
事
も
始
め
ま

す
。

以
上
の
よ
う
な
現
状
で
す

か
ら
、

町
民
の
皆

さ
ん
の
給
水
申
込
は
な

る
べ
く
ぉ
早
目
に
な
さ
る
よ
う
ぉ

願
い
し
ま
す
。
（
総

務
課
よ
り
）

’
写
真
」
は
源
宗
山
配
水
槽
の
偉

容
。
容
量
二
〇
〇
ト
ソ
（

丁

一
〇
〇
石

）
爾
こ
の
水
槽
は
盛

土
に
よ
っ
て
う
ず
め
て
し
ま
う

の
で
す

国
見
町
綜
合
開
発
調
査
室
の

設
置
に
つ
い
て

町
　
長
　

半
　

沢
　

殷
　

保

町
村
合
併
以
来
五
周
年
を
迎

え

ん
と
す
る
今
日
、
過
去
の
経

験

に
か
ん
が
み
、
町
政
に
対
す

る
所
見
を
新

に
し
、
且
つ
一
万

五
千
町
民
の
生
活
の
向
上
を
念

願
す
る
が
た
め
、
去
る
八
月
十

八
日
の
臨
時
町
議
会
満
場
一
致

の
協
賛
を
得
て
標
記
の
室
を
新

設
敖
し
ま
し
た
。

こ
の
室
の
使
命
と
す
る
と
こ

ろ
は
国
見
町
全
般
の
開
発
進
展

と
未
開
発
の
問
題
、
特
に
現
在

最
も

急
を
要
す
る
案
件
す
な
わ

ち
新
町
村
建

設
五
ヶ
年
計
画
、

晨
村
振
興
五
ヶ
年
計
画
、
都
市

計
画
、
水
道
と
こ
れ
に
関
連
す

る
問
題
、
工
場
誘
致
の
問
題
と

こ
れ
に
附
帯
し
て
農
村

の
二
三

男
の
対
策
、
潜
在
失
業
者
の
活

用
の
問
題
な
ど
の
基
本
を
調
査

研
究
し
、
町
民
の
福
祉
増
進
の

為
に
努
力
す
る
に
あ
り
ま
す
。

即
ち
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
き

町
議
会
の
議
決
を
経
る
以
前
の

段
階
に
お
い
て
十

分
の
調
査
研

究
を
行
お
し
め
、
万
全
な
る
企

画
を
立
て
、
最
も
効
率
的
な
町

政
を
執
行
致
し
度
い
と
念
顧
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
尚
室
長

に
は
前
議
長
の
奥
山
亀
一
氏

を

任
用

致
し
ま
し
た
。

役
場
機
構
改
革
に
当
り
町
民

各
位

に
対
し

二
言
御
挨
拶
を
申

上
げ
、
何
分
の
御
協
力
を
御

願

い
す

る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

就

任

の

挨

拶

国
見
町
議
会
議
長

大
　

沼
　

酉
　

治

前
議
長
奥
山
氏

の
国
見
町

綜

合
開
発
調
査
室
長
転
出
に
伴
な

い
、
去

る
八
月
十
八
日
の
議
会

に
お
い
て
、
満
場
一
致
の
御
推

薦
に
よ
り
議
長
の
要
職
に
就
き

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
前
議

長
の
方
針
を
引
継
ぎ
、
議
会

の

品
位
向
上
と
牋
能
の
高
揚
の
た

め
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
町
民
の
意
の
あ
る
と
こ

ろ
を
議
会
を
通
じ
諸
般
の
町

政

に
反

映
し
、
町
民
の
福
祉
と
経

済
向
上
の
為
、
議
員
諸
氏

と
協

力

し
、
議
決
機
関
の
使
命
を
完

う
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
前
議
長
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
御
好
意
に
倍
し
、
御
指
導
と

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様
御
願
い

申
上
げ
ま
す
。
幸
に
副
議
長
と

し
て
新
鋭
大
波
久
氏
が
最
適
任

者
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
め

で

意
を
強
う
す

る
次
第
で
す
。

こ
こ
に
紙
上
を
お
借
り
し
て

御
挨
拶
を
か
ね
御
願
い
申
上
げ

ま
す
。

議会だより

八
月
臨
時
町
議
会

（

そ

の

Ｉ

）

国

見
町
課
設
置

条
例
の
改
正
な

ど
審
議

八
月
十
二
日
国
見
町

臨
時
町

議
会
が
開

か
れ

ま
し
た
。
今
期
は
当
日
一
日
で

、
議
案

は
次
の
通
り
で

あ
り
ま

す
。

○
議
案
第
四
十
一
号

小
型
動
力

ポ
ン
プ
購
入
契

約
締
結
の
件

小
型
動
カ

ポ
と
こ

一
十
八
馬

力
（

国
消
検
定
Ｂ
二
級
）
三

台
を
九
十
五
万
円
を
も
っ
て

福
島

卜
－
（

ツ
販
売
株
式
会

社
よ
り
購
入
契
約
の
締
結
で

原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

な

お

こ

の

ポ

ン

チ

の

性

能

は

毎

分

三

五

〇

ガ

ロ
・
ソ

【

’ジ

ー

プ

消

防

自

動

車

余

ソ

ズ

の

二

分

の

】
）

を

放

水

し

、

配

置

先

は

泉

田

、

鳥

取

‥

川

内

の

各

部

落

で

あ

り

ま

す

。

○
議
案
第
四
十
二
号

国

見
町
踝
設
置
条
例
を
改

正
す

る
件

今`
迄
あ
っ
た
総
務
、
厚
生
、

経
済
、
税
務
の
四
課

の
ほ
か

に
、
新
た
に
「
綜
合
開
発
調

査
室
」
を
設
け
．る
た
め
の
改

正

で
、
室
長
に
は
課
長
相
当

職
の
常
勤
者
を
任

命
し
、
こ

の
室
の
事
務
分
掌
は
、
都
市

課
画
、
観
光
計
画
、
新
農
村

振
興
計
画
、
新
町
村
建
設
計

画
、
水
道
増
設
計
画
、
工
場

誘

致
計
画
等
の
広
汎

に
亘
る

事
業
を
調
査
研
究
す
る
も
の

で
、
原
案

恚
お
り
可
決
さ
れ

‘

ま
し
た
。
。

八
月
臨
時
町
議
会

（

そ

の

二

）

舞
譲
選
挙
な
ど

八
月
十
八
日
国
見
町
臨
時
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
期
は

当
日
一
日
で
、
議
案
は
次
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

○
選
挙
第
二
号

羸
長
選
挙
の
件

八
月
十
四
日
議
長
奥
山
亀
一

氏
辞
職
に
伴
う
後
任
議
長
選

挙
の
結
果
、
指
名
推
薦
に
よ

り
副
議
長
大
沼
酉
治
氏

が
当

選
さ
れ
ま
七

だ
。

○
選
挙
第
三
号

副
議
長
選
挙
の
件

八
月
十
八
。日
副
議
長
大
沼
酉

治
氏
議
長
当
選
に
つ
き
、
後

任
副
議
長
迴
挙
の
結
果
指
名

推
薦
に
よ
り
大
波
久
氏
が
当

迴
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案

第
四
十
三
号

国
見
町
青
年
研
修
所
建
築

工
事
請
負
契
約
締
結

の
件

八
月
十
八
日
国
見
工
業
所
、

国
見
建
設
工
業
協
同
組
合
、

山
崎
組
の
’三
業
者
で
入
札
の

結
果
、
国
見
工
業
所
百
六
十

三
万
円
、
山
崎
組
百
五
十
六

万
円

、
国
見
建
設
工
業
協
同

組
合
百
四
十
九
万
八
千
円
で

国
見
建
設
工
業
協
同
組
合
と

工
事
請
負
契
約
締
結
す

る
こ

と
を
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

小
坂
峠
改
修
工
事

い
よ
い
よ
着
工
式
典
の
準
備

町
民
待
望
の
小
坂
峠
改
修
工

事
も

い
よ
い
よ
来
る
九
月
十
九
日
に
は

改
修
協
賛
会

の
発
会
設
立
の
見
通

し
も
つ
き
、
そ

の
発
会
式
と
起
工

式
典
を

Ｉ
し
よ
に
行
う
計
画
が
あ

る
。
そ
の
会
員

に
は
郡
内
の
町
村

長
、
議
会
譲
長
は
も
と
よ
り
、

福

島
市
、
飯
坂
町

、
白
石
市
、
七
ヶ

宿
の
協
賛
も
得
て
居
り
、
盛
会
が

予
想
さ
れ
る
。

工

事
は
去
る
一
日
保
原
土
木
事
務

所
で
入
札
の
結
果
、
桑
折
町
安
細

組
が
四
五
八
万
円
で
落
札
し
た
。

こ
の
改
良
工
事
は
、
道
路
整
備
十

ヶ
年
計
画
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
全
額
国
庫
支
出
で
行
わ
れ

る

失
対
事
業
で
あ
る
。
峠
地
内
中
の

茶
屋
か
ら
左
迴
り
、
延
長
二
七
五

メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
二

月
末
に
第
一
期
工
事
を
終
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
小
坂
峠
を
す
っ
か

り
改
良
す

る
に
は
延
長
三
、
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
工

事
す
る
必
要
が

あ
り
、
地
元
国
見
町
、
桑
折
町
で

は
こ
れ
を
三
ヶ
年
計
画
で
終
る
よ

う
猛
運
動
を
し
て
い

る
。
。

９ 月１５日現在

基
本
選
挙
人

名
簿
登
録
申

請
に
つ
い
て

明
三
十
四
年
は
町
会
議
員

な
ど
０
身
近

か
な
況
挙
が
お
こ
だ

わ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
の
脱
落
者

も
な
い
よ
う
に
、
基
本
選
挙
人
名

簿
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
月
十
五
日
現
在
で
有
権
者
（
該

当
者
は
申
請
書
に
記
入
し
て
あ
り

ま
す
）
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
部
落
会
長
さ
ん
を
通
じ
て

用

紙
を
配
付
し
ま
し
た
か
ら
、
該

当

者
は
も
れ
な
く
申
請
し
て
下
さ

い
。（

洞
見
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

「
く
に
み
」
御
利
用

下

さ
い

故
郷
を
は
な
れ
て
遠
く
他
所
で

お
働
き
の
方
に
、
少
し
で
も
わ

が
町
の
消
息
を
知
ら
せ
、
御
慰

間
申
上
げ
る
の
に
御
利
用

い
た

だ
け
ま
す
な
ら
ば
誠
に
幸
甚
で

す
。
残
り
が
少
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
御
入
用

の
方
は
係

ま
で

御
申
出
で
下
さ
い
（
公
民
舘
）

運
動
会
は
早
目
に

町
内
小
中
学
校
の
運
動
会

は
左
の

通
り
決

定
、
そ
れ

ぞ
そ
猛
練
習
中

爾
二
学
期
は
各
種
の
行
事
が
控
え

て
居
り
、
殊
に
学
力
充
実

の
時
期

で
あ
る
の
で
、
体
育
行
事
を
早
目

に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
の

理
由
で
、
各
校
と
も
一
般
に
運
動

会

は
早
く
な
っ
て
い
る
。

小
坂
小
学
校

’・
九
月
三
十
日

．

藤
田
小
学
校
　

九
月
二
十
一・
召

森
江
野
小
学
校
　

十
月
三
日
・

大
木
戸
小
学
校
　

十
月
三
日

大
枝
小
中
学
校
　

十
月
二
日

県
北
中
学
校
　
　

九
月
十
六
日

農

事

メ

モ

○
い
ね

１

、
落
水
期
（
田
の
水
を
落
す

時

期
）
は
普
通
田
で
出
穂
後

二
五
日
～

三
〇
日
頃
が
最
適

で

あ
る
。
湿
田
で
は
稍
早
目

が
よ
く
、
穂
首
い
も
ち
病
の

出
勗
い
水
田
で
は
成
熟
期
迄

水
を
落
さ
な
い
方
が
よ
い
。

２

、
倒
伏
し
た
い
ね
の
処
理

糊
熟
期
以
後
の
倒
伏
に
つ
い

て

は
、
排
水
溝
を
つ
ぐ
り
完

全

に
落
水
し
て
、
穂
先
を
汚

さ
ず
、
穂
発
芽
を
防
ぐ
こ
と

３

、
よ
い
品
種
を
導
入
す
る
こ

と
は
大
切
な
事
で
あ
る
。
近

所
の
い
ね
を
よ
く
見
て
置
く

様
に
し
た
い
。

４
、
種
子
は
早
め
に
刈
り
取
る

こ
と
。
そ
し
て
風

通
し
の
よ

い
軒
下

に
蔭
干
し
て
乾
燥
す

る
こ
と
が
よ
い
。

○
む
ぎ

１
、
種
子
の
準
備
は
出
来
た
と

思
う
が
、
插
く
時
期
に
な
つ

て
不
足
の
な
い
様
に
し
て
置

く
こ
と
『
』

２
、
酸
性
の
土
砂
で
は
、
生
育

が
よ
く
な
い
か
ら
、
酸
度
検

定
を
実
施
す
る
こ
と
。

３
、
種
子
の
消
毒
は
必
ず
二
重

消
毒
を
行

う
こ
と
。

秋
野
菜
の
病
害
虫
防
除

１

、
軟
暘
病
　

病
菌

は
土
中
に

あ
っ
て
、
各
種
野
菜
に
発
病

す
る
が
害
虫
の
喰

口
侵
入

に

よ
る
か
ら
、
害
虫
駆
除
が
最

私
大
切
で
あ
る
。

２

、
露
菌
病
、
黒
斑
病
、
白
斑
病

大
根
＝
六
斗
式
石
灰
等
量
水

ル

ド
ー
液

白

菜
Ｉ
ダ
イ
セ
ー
ソ
ハ
匁
波

ま
た
は
、
特
性
王
銅

八
～

コ
一
匁
液

※
白
菜
に
ボ
ル
ド
ー
液
は
使
用

出

来
な
い
。

３

、
ヨ
ト
ウ

ム
シ

エ
ン
ド
リ
ン
乳
剤
三
～
四
○

○
倍
液
　

Ｄ
Ｄ
Ｔ
乳
剤
七
〇

〇

倍
液

４

、
キ
ス
ヂ
ノ
ミ
（

ム
シ

Ｂ
Ｈ
Ｃ

一
％
粉
剤
　
反

当
三

キ
ロ
を
畦
間
散
布
す
る

５

、
シ
ソ

ク
イ

ム
シ

Ｄ
Ｄ
Ｔ
乳
剤

气

○
○
○
倍

液
　

エ
ン
ド
リ
ン
乳
剤
八
〇

〇

倍
液

※

何
れ
舩
発
生
初
期
の
防
除
に

努
め
る
こ

と
。
。

○
固
定
資
産
税
第
三
期
の
納
期
は
九
月
三
十
日
で
す



盆
踊
り
の
改
善
は

こ
う
し
て

…
明
朗
！
老
若
一
体
の
楽
し
い
雰
意
気
…

学校めぐリ
森江野小学校の巻

お
盆
と
も
あ
れ
ば
今
回
は
趣
向

を
か
え
て
夜
間
訪
問
と
し
や
れ
て

み
た
。

ド
ト
ソ
コ
ド
ト
ソ
コ
浮
き

立
つ
よ
う
な
や
ぐ
ら
太
鼓

の
音
に

誘
わ
れ
て
森
江

野
小
学
校
を
訪
ね

て
見
れ
ば
、
こ
れ
は
又
何
と
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
の
盆
踊

り
と
は
全
く
変
っ
た
楽
し
い
の
び

の
び
と
し
た
、
し
か
も
上
品
な
ふ

ん
い
き
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
が

っ
し
り
と
高
く
組
立
て
ら
れ
た
や

ぐ
ら
を
と
り
ま
い
て
広
い
明
る
い

校
庭
一
ぱ
い
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

た
踊
り
の
輪

、
圸
か
ら
わ
き
上
る

よ
う
な
盛
会

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
よ

う
な
感
じ
が
す

る
。

今
、
社
会

に
お
こ
だ
わ
れ
て
い

る
盆
踊
り
の
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
何
と
な
く
下
品
な
踊
り
っ

ぷ
り
、・
聞
く
に
た
え
な
い
野
卑
な

唄

、
暗
い
せ
せ
こ
ま
し
い
感
じ
、

非
民
主
的
な
運
営
、
少
く
も
現

代

に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
む
し
ろ
軽

べ
っ
の
念
さ
え
も
た
れ
、
心
あ
る

人

々
は
何
と
か
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る

に
今
晩
の
盆
踊
り
に
は
見
て
い
る

う
ち
に
自
然

に
と
け
こ
ま
さ
れ
、

わ
れ
知
ら
ず
踊
り
の
輪
の
中
に
誘

い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
私
は
そ
の
踊
り
を

知
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
見
て
い

る
う
ち
に
自
然
に
足

が
動
き
出
し
、
手
が

振
り
始
っ
た
の
で
あ

る
或
は
そ
れ
は
踊
り

と
は
い
わ
れ
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ

れ
で
よ
い
の
で
あ
る

。
誰
も
笑
わ
な
い
。

隣
を
見

る
と
私
よ
り

下
手
な
踊
り
子
が
何

人
も
い
る
。
そ
れ
で

も
踊
り

の
調
子
は
少

し
も
く
ず
れ
な
い
。

そ
し
て
何
と
も
い
え

ず
楽
し
い
の
’で
あ
る

。
学
校
に
上
ら
ぬ
子

供
も
踊
っ
て
い
る
。

年
寄
り
は
腰
を
伸
ば

し
乍
ら
孫
と
い
っ
し

よ
に
、
青
壮
年
も
、

男
も
女
も
、
老
い
も

若
き
も
、
跛
も
姑
も

一
つ
心
に
な
？
て
楽

し
み
合
っ
て
い
る
。

七
百
人
以
上
と
思
わ
れ

る
踊
り
子

の
ほ
ほ
は
紅
潮
し
、
汗
ば
ん
で
い

る
Ｏ’

私
は
現
代
の
盆
踊
り

の
あ
る
べ

き
姿
を
こ
こ
に
見
い
出
し
た
の
で

あ
る
。
一
体
こ
の
よ
う
な
踊
り
は

ど
う
し
て
作
ら
れ
、
仕
組
ま
れ
た

の
だ
ろ
う
か
と
誠
に
不
思
議
で
な

ら
な
か
っ
た
。
私
は
し
ば
ら
く
踊

り
の
輪
を
抜
け
て
、
こ
の
踊
り
を

計
画
さ
れ
た
本
部
の
方
方
に
聞
い

て
見
た
。

こ
の
豊
年
盆
踊
大
会
の
会
長
で

あ
る
社
会
体
育
指
導
委
員
徳
江
喜

一
さ
ん
は

「
盆
踊
り
こ
そ
村
を
あ
げ
て
の
楽

し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
各
種

団
体
の
協
力
を
得
て
試
み
に
や
り

ま
し
た
ら
大
変
盛
会
に
な
り
喜
ん

で
い
ま
す
。
別
に
仕
組
ん
だ
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
は
校
長

先
生
に
願

い
ま
し
た
。
」
。

更
に
松
浦
校
長
先
生
に
聞
い
て

み
る
と

「
団
体
の
生
活
も
村
の
生
活
も
こ

れ
を
楽
し
い
も
の
に
す
る
に
は
、

民
主
的
な
気
分
の
中
に
す
す

め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
む
ず

か
し
い
理
屈
や
会
議
か
ら
生
れ
る

も
の
‘で
は
な
く
、
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
る
と
の

考
え
は
各
種
団
体
の
役
員
の
一
致

し
た
考
え
で
し
た
。
し
か
し
村
を

あ
げ
て
行
う

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
そ
う
簡
単
に
出
米

る
も
の
で
な

く
、
お
互
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
盆
踊
り
の
改
善
が
最

も
近
道
で
あ
る
と
気
が
っ
い
た
の

は
ご
く
最
近
で
す
。
「
古
い
盆
踊

り
は
品
も
わ
る
く
一
般
に
魅
力
が

な
い
」
稻
敢
な
青
年
か
ら
声

が
出

る
や
、
各
団

体
は
待
っ
て
い
た
と

ば
か
り
意
気
投
合
し
、
自
主
的
に

準
備
会
を
持
ち
、
即
日
決
定
を
見

た
わ
け
で
す
。
ま
づ
殼
踊
り
を
み

ん
な
の
も
の
に
す

る
た
め
に
は

○
子
供
の
踊
り
を
入
れ
る
こ
と

○
こ
れ
ま
で
の
古
い
踊
り
の
型
で

は
一
般
に
魅
力

が
な
い
の
で
手

ぶ
り
を
改
善
す

る
こ
と

○
大
会
前
に
部
落
毎

に
新
し
い
踊

り
を
練
習
す
る
こ

と
に
よ
っ
て

気
分
の
地
固
め
を
す
る
こ
と

○
大
会

に
は
踊
り
子

は
哄
を
５

だ

わ
な
い
で
一
心
に
踊
る
と
い
う

方
式
を
と
ろ
こ
と

○
会
場
の
照
明
は
な
る
べ
く
明
る

く
し
て

か
く
れ
て
踊
る
気
分
を

な
く
す
る
こ
と

○
盆
踊
り
改
善
の
趣
旨
を
村
内
に

よ
く
知
ら
せ
、
期
待
感
を
高
め

協
力
を
顯
う
こ
と

○
各
団
体
員
は
皆
踊
り
誰
で
も
気

勗
く
参
加
で
き
る
よ
う
っ
と
め

る
こ
と

な
ど
を
申
合
せ
て
実
行
し
ま
し

た
。
何
と
い
っ
て
も
気
分
の
協
力

が
こ
の
成
功
の
因
で
す
。
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
石
川
暢
男
さ
ん
は

「
こ
う
し

た
と
け
合
っ
た
気
持
は

何
を
や
る
に
も
大
切
で
す
。
楽
し

い
集
ま
り
か
ら
力
の
強
い
働
き
湎

生
れ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
も
親
と
子
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
や
り
た
い
考
え
で
い
ま
し

た
が
、
今
実
現
し
て
、
こ
ん
な
う

れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親

と
子
が
一
つ
輪

に
な
っ
て
踊
る
よ

う
な
気
分
を
家
庭
の
中
に
ま
で
持

込
み
た
い
も
の
で
す
。
」

婦
人
会
長
佐
久
間
い
ち
さ
ん
と

青
年
団
長
の
佐
久
間
春
雄
さ
ん
は

口
を
そ
ろ
え
て

「
長
い
こ
と
願
っ
て
い
た
こ
と
が

皆
様
の
協
力
で
実
現
で
き
て
ほ
ん

と
う
に
満
足
で
す
。
こ
れ
が
村
を

明
る
く
す
る
こ
と
に
き
っ
と
役
立

つ
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

来
年
も
再
粢
年
も
ず
っ
と
続
け
、

森
江
野
の
名
物
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

な
る
ほ

ど
盆
踊
り
を
や
る
の
に
も

目
的
を
も
ち
、
理
想
を
か
か
け
て

明
る
く
楽
し
い
村
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
み
ん
な
の
願
い
が
こ
の
よ

う
な
結
果
を
生

ん
だ
も
の
と
わ
か

り
、
一
層
温
か
い
も
の
を
感
じ
、

ま
た
踊
り
の
輪

の
中
に
入
っ
た
。

私
は
、
来
年
は
こ
の
よ
う
な
盆

踊
り
を
国
見
町
中
に
広
め
た
い
も

の
だ
と
考
え
な
が
ら
、
踊
り
の
つ

か
れ
も
忘
れ
て
家
路
に
つ
い
た
。

（

九
月
六
日
　
Ｓ
記

）

田
子
倉
紀
行

(一)

-
農
業
改
良
推
進
員
会
記
-

日

朝
の
福
島

八
月
二
十
五
日
午
前
五
時
、
わ
れ

ら
五
十
二
名
を
の
せ
た
ロ

ヴ
ソ
ス

カ
ー
は
、
夜
来
の
雨

に
湿
さ
れ
た

四
号
国

道
を
一
路
福
島
へ
走
る
。

明
け
ゆ
く
朝
も
や
の
中

か
ら
見
事

に
出
揃
っ
た
稲
穂
が
見
え
る
。
福

島
の
青
果
市
場
で
は
数
百
人
の
売

手
買
手
、
野
菜
の
山
、
車
の
津
波
、

昨
年
の
神
田
市
場
を
思
い
出
す
。

福
島
の
朝
は
こ
こ
か
ら
お
け
る
。

呻

土
湯
越
え

六
時
、
も
う
土
湯
だ
。
も
の
す

ご

い
雨

の
中
も
平

気
で
上
る
。
野
地

を
す
ぎ
、
土
湯
峠
に
つ
い
た
ら
、

雨

は
す
つ
か
り
や
み
、
磐
梯
山
こ

そ
見
え
な
い
が
、
檜
原
湖

ら
し
い

も
の
が
見
え
る
。

「
み
な
さ
ん
の
御
精
進
が
よ
か
っ

’だ
の
で
会
津

は
お
天

気
が
よ
い
よ

う
で
す
。
」

ガ
イ

ド
の
こ
と
ば
に
す
っ
か
り
気

を
よ
く
し
た
。

㈱

日
本
一
の
小
学
校

天
然
記
念
物
［
ぶ
な
の
自
然
林
］
、

横
を
見
な
が
ら
通
る
横
向
温
泉
、

高
原
列
車
の
終
着
駅
沼
尻
、
日
本

一
の
小
学
校
高
森
小
学
校
、
生
徒

数
十
八
人
、
こ
の
夏

東
京
の
某
中

学
校
生
徒
三
百
人
、
修
学
旅
行
で

東
山
か
ら
飯
坂
に
行
く
途
中
立
寄

つ
だ
の
心
じ

踵
中
央

に
有
名
に
な

つ
た
と
か
、
こ
の
部
落
は
平
家
の

落
武
者
の
後
胤
、
そ
う
い
え
ば
ど

う
や
ら
部
落
民
の
顔
が
「
か
に
」

に
似
て
い
る
よ
う
だ
。

鰰

猪
湖
問
答

や
が
て
前
方
に
展
開

さ
れ
た
猪
苗

代
湖
を
見
て

「
や
あ
す
げ
え
な
ア
太
平
洋
だ
」

フ

カ
ッ

あ
れ
は
日
本
海
だ
ぞ
」

ガ
イ
ド
嬢
そ
ち
つ
を
向
い
て
ク
ス

ク
ス
。
全
く
勇
ま
し
い
話
だ
。’

㈲

迷
講
座

長
浜
で
朝
食
、
三
十
分
休
憩
、
磐

梯
山
は
振
袖

ど
こ
ろ
か
、
か
つ
ガ

を
か
ぷ
つ
て
顔
を
見
せ
な
い
。
こ

ん
な
勇
ま
し
い
連
中
に
お
し
か
汁

ら
れ
て
は
、
は
ず
か
し
く
つ
て
と

て
も
ま
と
も
に
は
見
ら
れ
ま
い
。

八
時
半
出
発
す
る
と
間
も
な
く

「

朝
の
講
座
を
は
じ
め
ま
す
」

ス
ピ
ー

カ
ー
の
こ
え
に
一
同
謹
贈

す

る
。

「

み

な

さ

ん

、

お

早

う

ご

ざ

い

ま

す

。

さ

て

み

な

さ

ん

、

あ

れ

の

目

方

は

い

く

ら

あ

る

か

お

わ

か

り

で

す

か

。

あ

れ

は

メ

ー

ト

ル

法

に

し

て

匸

一
〇

〇

グ

ラ

ム
即

ち

Ｉ

・

二

キ

ロ

ご

ざ

い

ま

す

。

」

「

先

生

、・

そ

れ

は

一

律

に

丁

二

キ

フ
で

す

か

。

そ

れ

と

も

個

人

差

が

あ

る

の

で

ず

か

Ｏ

」

「

は

い

、

そ

れ

は

大

小

に

か

か

お

り

な

く

、

一

キ

ソ

ー
六

〇

匁

、

二

キ

ソ

三

二

〇

匁

、

こ

れ

を

メ

ー

ト

ル

法

で

い

え

ば

一

二

〇

〇

で

フ

ム

と

な

り

ま

す

。

」

一

同

寝

不

足

の

目

を

こ

す

り

な

が

ら

パ

チ

タ

リ

パ

チ

ク

リ

。

更

に

曰

く

「

日

か

げ

に

あ

れ

ど

色

黒

く

、

玉

は

あ

れ

ど

も

光

な

し

…

…

」

一

同

ワ

ア

ワ

ア

ガ

ヤ

ガ

ヤ
・
・
’…

。

・一
一
一
・
ｉ
○

（
以
下
次
号
）

弟
五

回

家
畜
共
進
会

合
併
五
周
年
記
念
行
事

【

写

真

】

（
上
）
共
進
会
場
全
景

（
下

）
入
賞
し
た
和
牛

町
村
合
併
苙
周
年

並

び
に
水
道
完
成
祝
賀

を
兼
ね
た
第
五

回
国

見
町
家
畜
共
進
会
は

町
有
畜
営
農
推
進
員

会
（
会
長
佐
藤

節
夫

氏
）
が
中
心
に
な
っ
て
去
る
五

月

三
日
観
月
台
公
園
で
開
か
れ
恕
。

入
賞
者
は
次

の
通
り

○
乳
牛
（

経
産
）
の
部

一
等
　

八
島
　

昌

（
藤
　

田
）

二
等
　

八
巻
万
捷
（
徳
　

江
）

三
等
　

斎
藤
武
男
（
川
　

内
）

○
同
　

（
未
経
産
）
の
部

一
等
　

八
島
　

日
四
（
藹
　

田
）

二
等
　

大
波
伊
郎
（
徳
　

江
）

三

等
　

斎

藤

喜

助

（

藤
　

田

）

○

和

牛

の

部

一

等
　

菊

地
　

勝

（

藤
　

田

）

二

等
　

斎

藤

駒

次

（

小
　

坂

）

仝
　
　

菊

地
　

吉

（

塚

野

目

）

三

等
　

宮

崎

兼

蔵

（

板
　

橋

）

仝
　
　

鈴

木

常

七

（

川
　

内

）

仝
　
　

奥

山

末

吉

（

藤
　

田

）

○

緬

羊

の

部

一

等
　

谷

津
　

勝

（

大

木

戸

）

二

等
　

仲

野

キ

ク

（

泉
　

田

）

仝
　
　

斎

藤

由

蔵

（

藤
　

田

）

仝
　
　

菊

地

利

一
　（

塚

野

目

）

三

等
　

菅

野

冨

蔵

（

内
　

谷

）

仝
　
　

佐

藤

正

一
　
（

西

大

枝

）

仝
　
　

八

島

藤

作

（

高
　

城

）

仝
　
　

吉

川

亀

吉

（

大

木

戸

）

仝
　
　

佐

藤

忠

良

（

塚

野

目

）

○

山

羊

の

部

一

等
　

小

林

敏

夫

（

西

大

枝

）

二

等
　

八

島

正

二

（

山
　

崎

）

三

等
　

佐

野

庄

吉

（

徳
　

江

）

仝
　

松

浦

櫂

次

郎
（

石

母

田

）

「
人
の
ふ
り
み
て
、
わ
が

ふ
り
な
お
し
ま
し
よ
う
」

研

修

視

察
旅

行

最
近
新
町
村
建
設
や
産
業
振
興

の
計
画
が
進
む
に
っ
れ
、
先
進
地

の
視
察
を
し
て
そ
の
よ
い
と
こ
ろ

を
と
り
、
も
っ
て
わ
が
参
考
に
す

る
と
い
う
こ

と
が
盛
に
行
わ
れ
て

い
る
。
わ
が
国
見
町

に
も
近
く
は

県
内
各
町
村

か
ら
遠
く
は
東
北

六

県
、
関
東
地
方
は
も
と
よ
り
、
関

西

、
北
陸
、
北
海
道
か
ら
ま
で
視

察
に
立
寄
り
、
厚
生
関
鐡
だ
け
で

も

Ｉ
ヶ
年
間
に
四

七
件
に
達
し
全

庁
で
は
百
件
近
く
に
及

ん
で
い
る

一
方
わ
が
国
見
町
で
も
各
種
実

行
団
体
機
関

が
自
主
的
な
計
画

に

よ
り
、
他
地
方
先
進
地
の
視
察
に

出
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
収
穫

を
得
て
帰
っ
て
い
る
。

八
月
二
十
五
・
六
日
　

国
見
町

農
業
改
良
推
進
員
会
（
会
長
八

島
福
太
郎
氏
）
は
会
津
新
鶴
村

の
篤
農
家
新
納
新
氏
、
坂
下
の

農
事
試
験
場
会
津
支
場
、
只
見

の
電
源
開
発
状
況
等
視
察
（
参

加
五
二
名
）

九
月
一
・
二
日
　

国
見
町

保
健

委
員
会
（
会
長
佐

藤
佐
市
氏

）

宮
城
県
小
牛
田
町
中
組
、
厚
生

大
臣
表
彰
環
境
衛
生
優
良
地
区

及
鳴
子
ダ
ム
視
察
（
参
加
四
二

名
）

九
月
九
日
　

有
畜
営
農
推
進
員

会
（
会
長
佐
藤
節
夫
氏
）
五
三

名
は
山
形
県
高
畠
町
（
酪
農
地

帯
）

の
日
本
製
乳
株
式
会
社
及

び
屋
代
農
産
加
工
場
、
西
置
賜

郡
手
の
子
町
（

肥
育
地
帯
）
の

和
牛
肥
育
状
況
視
察

九
月
十
・
十
一
日
　

部
落
長
会

（
会
長
奥
山

福
太
郎
氏

）
四
七

名
は
小
名
浜
近
郊
及

び
富
岡
町

・
湯
本
町
等
視
察

堂
々
五
位
入
賞

ポ
ン
プ
操
法
県
大
会

第
四
回
福
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
は
八
月
二
十
六
日
郡
山
市

開
成
山
グ
ラ
ン
ド
で
開

か
れ
、
本

町
消
防
団
第
二
分
団
（
藤
日
）
が

自
動
車
ポ
ン
プ
、
第
五
分
団
（
光

明
寺
）
が
ふ
型
動
力
消
防

ポ
ン
プ

に
郡
代
表
と
し
て
出
場
し

た
こ
と

は
か
ね
て
お
知
ら
せ
し
た
通
り
で

あ
る
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
台
風

の
余
波
を
受
け
て
雨
の
中

の
ド
ロ

ソ
コ
競
技
と
な
っ
た
が
、
ど
の
チ

ー
ム
も
日
頃
の
訓
練
と
消
防
精
神

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
大
接
戦
の

末
、
第
二
分
団
は
見
事
第
五
位
に

入
賞
し
た
。（
出
場
十
五
チ

ー
ム
）

附
第
五
分
団
は
入
賞
こ
そ
逸
し
た

が
、註
を
く
っ
が
え
す
傲
雨
の
中
、

最

も
ひ
ど
い
悪
・法
件
を
克
服
し
て

の
健
斗
は
並
み
居
る
審
衙
員
の
賞

讃
を
受
け
た

。
今
後
は
そ

の
練
磨

さ
れ
た
技
術
と
精
神
に
よ
っ
て
本

町

の
治
安
繿
持
に
活
躍
あ
ら
ん
こ

と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

防
火
は
婦
人
の
手
で

結
成
近
い
婦
人

消
防
協
力
会

本
町
消
防
団
で
は
火
災
予
防
は

ま
ず
婦
人
の
協
力

か
ら
と
、
年
度

早
々
計
画
を
進
め
て
来
た
が
、
今

回
県
下
に
さ
き
が
け
婦
人
消
防
隊

を
結

成
し
た
耶
麻
郡
西
会

津
町
を

視
察
し
、
こ
れ
を
機
会
に
第
一
回

婦
人
幹
部
会
を
開
き
、
打
合
せ
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
今
回
は
結
成

の
具
体
的
段
階
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
趣
旨
は
ｒ

承
さ
れ
、
い
ず
れ

時
期
を
み
て
各
方
部
ご
と
に
打
合

会
を
開
き
、
本
年
度
中
に
は
結
成

を
終
了
す
る
と
い
う
申
合
せ
を
し

た
。婦

人
消
防
協
力
会
の
ね
ら
い
は

隣
保
相
互
の
団
艶

を
は
か
り
ヽ

力

を
合
せ
て
火
災
予

防
に
っ
と
め
、

殊
に
婦
人
特
有
の
細
か
い
心
を
も

っ
て
消
防
団
の
手
の
と
ど
か
な
い

点
ま
で
注
意
し
、
先

づ
以
っ
。て
わ

が
家
の
守
り
を
固

め
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
従
っ
て
会
員
は
、
婦
人
会

員
の
み
な
ら
ず
、
町

内
の
家
庭
主

婦
全
員
を
も
っ
て
会
員
と
し
、
無

火
災
国
見
町
を
う
ち
建
て
る
事
に

御
協
力
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
国
見
町
消
防
団
）

町
民
体
育
大
会

時
…
…
十
月
五
日
（
日
）

雨
天
の
際
は
十
二
日

花
火
で
合
図

所
　

…
…
茴
田
小
学
校

種
目
…
…
次
の
通
り

○
方
部
対
抗
競
技

カ
ッ

＝
内
は
団
体
名
．

と
一
方
部
出
場
人
員

駅
伝
競
走
　
　

（
青
男
　

七
）

千
米
リ
レ
ー
　

（
青
男
　

五
）

ボ
ー
ル
送
り
　

（
青
女
二
〇

）

八
百
米
り
レ
ー
（
青
女
　

八
）

玉
入
れ
　
　
　

（
婦
人
二
〇

）

五
百
米
リ
レ
ー
（
婦
人
　

五
）

支
度
競
走
　
　

（
消
防
　

五
）

千
六
百
米
ジ
レ
ー
（

消
防
八
）

綱
引
　
　
　
　
　
（
綜
合
五
〇
）

以
上
の
申
込
は
各
方
部
団
体
で
き

め
る

○
一
般
競
技
種
目

勁
加

判
四
幣

輪
廻
し
　
　

二

般
男
一
〇

）

拇
こ
ろ
が
し
（
一
般
女
一
〇

）

札
き
せ
二
人
三
脚

（

一
般
男
女
二
〇
）

お
し
ど
り
競
争
（
夫
婦
石
組
）

親
子
競
争
（

親
と
子
一
〇
組
）

（
子
は
小
学
生
）

三
代
リ
レ
ー
（

親
子
孫
六
組
）

（
外
孫
で
も
よ
い
）

競
輪
　
　
　
　
　
　

（
来
賓
）

年
代
リ
レ
ー
〔
部
落
又
は
職
場
〕

五
十
代
は
五
〇
米
、
四
十
代

は

Ｉ
〇
〇
米
、
三
十
代
は
一

五
〇
米
、
二
十
代
は
二
〇
の

米
、
四
人
で
五
〇
〇
米
走
ろ

四

百

米

リ

レ

ー
　
　

（

職

場

）

常

任

委

リ

レ

ー
・
　
　

（

’議

会

）

以
上
は
各
部
の
学
校
長
に
申
込
む

九
月
二
十
二
日
限
り
と
す
る

○
演
技
種
目

ラ
ジ
オ
体
操
　
　
　

（
全
員
）

ダ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
（
青
年
）

民
踊
　
　
　
　
　
　
　

（
婦
人
）

野
試

合
　
　
　
　

（
剣
友
会
）

ポ
ン
プ
操
法
　
　
　

（
消
防
）

紅
白
玉
入
れ
　
　

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

（
各
方
部
男
女
各
一
〇

）

鈴
割
り
　
　

（
綜
合
・
一
般
）

以

上
は
各
団
体
で
参
加
者
を
き
め

て
お
く

参
加
者
に
は
も
れ
な
く
参
加
賞

を
差
上
げ
ま
す

こ
の
記

事
を
も
っ
て
町
民
各
位

に
対
ず
る
御
案
内
と
い
た
し
ま

す
。
皆
様
奮
っ
て
御
参
加
御
観

覧
下
さ
い
。


	page1
	page2

